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発信機を 72 個体に装着し，2012 年－2015 年，9 月－11 月のえりも漁業協同組合管轄の定置











【第 2 章】採餌行動様式を踏まえた混獲個体の食性把握 
アザラシ類は，決まった採餌空間を繰り返し利用することが報告されており，定置網等の















いるクラスターが存在し，大型個体(平均体重 83.64kg，平均年齢 8 歳)が多く，平均尾数 2.57，
平均重量 2,284.82g，平均 16,512.95kJ であった。また，サケ採餌クラスターのみが，成獣１
日当たりの総要求熱量と同程度の餌生物を採餌していた。加えて，実際に胃内から出現した
サケは主に胴部分であり，サケの頭部を含む丸ごと 1 尾のサケが出現した個体は，15 個体
中 1 個体のみで，サケ出現尾数 36 尾に対して 5 尾のみであり，残りは頭がないサケであっ
た。そのため，頭がないサケが多く観察されるという漁業被害の形態の結果と矛盾する結果
となった。一方，採餌様式分析の結果から，ニシンとミズダコの給仕初日の採餌時間はニシ
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ラシの対網行動から定置網への常習性を明らかにすることを目的に行った。 
















































審 査 報 告 概 要 
 
 本論文は，北海道襟裳地域のゼニガタアザラシに着目し，(1)秋サケ定置網の食害範囲，
混獲数とアザラシの定置網滞在行動範囲を把握し，(2) サケの採餌行動様式を踏まえて，定
置網混獲個体の食性分析からサケを採餌している個体の特徴を明らかにし，(3)アザラシの
対網行動から定置網への常習性を明らかにすることで，漁網を利用する本種のサケ定置網へ
の依存性と学習過程，採餌戦略を明らかにすることを目的に行った。本研究の結果から，上
陸場のごく近く(3km)に定置網という集魚性の高い人工物が存在し，襟裳岬周辺の定置網は
浮き網構造であり，定置網を餌場として学習していない個体でも溺死することは少なく，何
度も来網が可能な特殊性も併せて学習を助長し，より定置網(サケ)スペシャリストになりや
すい環境であると考えられた。今後の定置網への漁業被害軽減を考える上で，アザラシに定
置網に複数回滞在し学習することを防ぐこと，定置網の依存性の高い個体を選択的に管理す
ることが重要であると考えられ，ゼニガタアザラシと共存を考える上でも，有用な知見とな
る。よって，審査員一同は博士（生物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
